
男性の育児参加促進事業の取り組みについて 

 

当法人では、より豊かな福祉サービスの実現のために、その提供者である職員が最も重要なステークホ

ルダーであるとの位置づけのもと、職員のゆとりと豊かさ、安心して働くことのできる職場環境の実現に

取り組んでいます。 

取り組みの一環として、財団法人２１世紀職業財団北海道事務所長より『男性の育児参加促進事業実施

事業主』の指定を受け、職場全体で男性の育児参加を積極的に支援し、仕事と子育てを両立できる職場環

境づくりを推進しています。 

 

先般、当法人の役職員を対象に、『男性の育児参加にむけたアンケート』を実施し、非常に高い回答率

で終了することができました。 

アンケート結果につきましては、別紙のとおりでございますが、法人として今後、より良い職場環境づ

くりの実現に向けて取り組んでいかなければならない課題が明らかとなりました。 

 

今後においても職員のワーク・ライフ・バランスを大切にし、少子化対策と男女共生社会の実現に貢献

する取り組みとして、組織への浸透を図っていきたいと考えております。 

 

 

平成２０年１０月 １日 

 

社会福祉法人 南 静 会

                         理 事 長 谷 内  好

 

 



男性の育児参加促進事業の実施について 

 

当法人は、平成１９年７月に、厚生労働省所管の財団法人２１世紀職業財団北海道事務所長より『男性

の育児参加促進事業実施事業主』の指定を受け、男性労働者の育児参加について積極的にサポートしてい

くことと致しました。 

 

現在、少子高齢化の波が押し寄せ、人口減少の時代に突入した我が国にとっては、子育て環境の改善が

必要不可欠であり、法人が継続的に存続し続けるためにも、今後想定される労働力人口の大幅な減少とい

う現実に正面から立ち向かわなければなりません。 

時代の変化に伴い、核家族化、共働き世帯の増加による「仕事」と「子育て」との両立に対する負担感

が、少子化の一つの要因として指摘されており、男性を含めた全ての労働者が、「仕事のための時間」と

「自分の生活のための時間」のバランスがとれるような働き方を見直すことが求められております。 

当法人では、職場全体で男性の育児参加を積極的に進め、「仕事」と「子育て」を両立できる職場環境

の改善と職場風土の醸成に全役職員が一丸となって取り組み、次世代社会を担う子どもが健やかに育成さ

れる環境整備を図っていきたいと考えております。 

 

少子化対策の一環として、本事業を実施することにより、渓仁会グループの一員として、グループが掲

げるＣＳＲ経営を実現するとともに、男女共生社会の実現に向けた社会的責任を果たして参ります。 

 

 

平成１９年１０月 １日 

 

社会福祉法人 南 静 会

理 事 長 谷 内  好

 


